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第３・４学年複式算数科学習指導案
期 間 平成17年８月23日～９月15日
児童数 ３年 男子３名 女子１名

４年 男子１名 女子３名 計８名
授業者 花巻市立笹間第二小学校

盛 合 修 二
３学年 ４学年

１ 単元名 第３学年「あまりのあるわり算」 １ 単元名 第４学年「わり算のひっ算（２）」
２ 目標 ２ 目標
【関心・意欲・態度】 【関心・意欲・態度】
・あまりのある除法計算を、あまりのない除法計算 ・除数が2位数の除法計算のしかたを、既習
のときと同様に進んで問題解決に活用しようとす の除法計算のしかたをもとに進んで考えよ
る。 うとする。
【数学的な考え方】 【数学的な考え方】
・既習の除法と関連付けて、あまりのある場 ・見積もりをもとに、仮商の立て方や修正の
合の除法でも乗法九九を使って答えが求め しかたについて考える。
られることを筋道立てて説明する。 【表現・処理】
【表現・処理】 ・除数が2位数の除法計算を正確に筆算です
・あまりのある除法計算ができ、答えの確か ることができる。
めをすることができる。 【知識・理解】
【知識・理解】 ・除数が何十の除法計算のしかたを理解す
・「あまり」の意味、あまりと除数の大小関係、 る。 除数が2位数の除法の筆算のしかたを
及びあまりのある除法計算のしかたを理解 理解する。
する。

３ 関連と発展 ３ 関連と発展

４ 単元について ４ 単元について
児童は、かけ算九九を一回適用する、わりき 児童はこれまでに、除数が１位数で商が２位
れるわり算の計算方法の学習をしてきている。 数、３位数になる除法の計算方法を学習してき
生活の中で児童は、10個のあめを３人で分け ている。
るなど、割り切れずにあまりが出る場合を経験 本単元では、その発展として、除数が２位数
してきている。しかし、このあまりは分けた結 の場合について学習する。除数の桁数が増えて
果出たあまりであり、わり算の計算とは結びつ も計算を進めるときの考え方や手段は同じで、
いていないと考えられる。 商を求めるときは「たてる」「かける」「ひく」
そこで、本単元では、分けたらあまりが出た 「おろす」のアルゴリズムで計算する。しかし、
ときがあるという経験を、既習事項のわり算の 除数が２位数になると、「たてる」の段階で仮
意味と対比させ、それぞれのわり算を用いる場 商の修正が必要となり、難しさが増す。商の見
面でのあまりの意味と、その計算方法を理解さ 当をつける時に、見通しをもたずに商をたてる
せ、わり算の意味を拡張できるようにしたい。 と修正回数が多くなる。できるだけ正しい商に
５ 学習指導計画（８時間） 近い仮商のたてかたと確実な修正のしかたを児

………第１小単元 あまりのあるわり算 ４時間 童に理解させる指導が必要である。商の検討を
………・あまりのあるわり算の計算方法 （１） つけたり修正したりすることは、はじめての経

……………………………・あまりの意味 （１） 験なので理解しにくいことが考えられるので、
……………………・あまりと除数の関係 （１） 習熟の時間を多くとるようにしたい。

…………………………・答えの確かめ方 （１） また、除法の被除数と除数に同じ数をかけ
…………第２小単元 あまりのある問題 １時間 ても、同じ数でわっても商はかわらないとい
……………・あまりの意味理解を深める （１） う性質は、５年生で小数の除法の計算のしか

………………………第３章単元 まとめ ３時間 たを考えたり、分数の計算のしかたを考えた

１ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年

乗 法 、 除 法 の 素 地

除 法 の 意 味 と 記 号

九 九 １ 回 適 用 の 除
法 （ あ ま り の な い
場 合 、 あ る 場 合 ）

何 十 、 何 百 、 何 十
何 ÷ １ 位 数

分 数 ÷ 整 数

分 数 ÷ 小 数 の 意 味
と 計 算

分 数 ÷ 整 数

分 数 ÷ 分 数 の 意 味
と 計 算

２ 、 ３ 位 数 ÷ １ 位
数

除 法 の 筆 算 形 式

２ 位 数 ÷ １ 位 数
＝ ２ 位 数 の 暗 算

２ 、 ３ 位 数 ÷ ２ 位
数

中 学 （ １ 年 ）

正 負 の 数 の 除 法

乗 法 の 意 味 と 記 号

倍 概 念 の 基 礎

１ ～ ９ の 段 の 九 九
の 構 成 と 習 熟

２ 年

０ の 乗 法

何 十 、 何 百 、 何 十
何 × １ 位 数 の 暗 算

２ 、 ３ 位 数 × １ 位
数

乗 法 の 筆 算 形 式

２ 位 数 × ２ 位 数

２ 位 数 × １ 位 数 の
暗 算
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………………………・「力をつけよう」 （１） りするときにも用いることのできる重要なも
……・「たしかめよう」、学習内容の評価 （２） のであるので関連を考えながら指導していき

たい。
１ 単元名 第３学年「大きい数のしくみ」
２ 目標 ５ 学習指導計画（15時間）

……………【関心・意欲・態度】 第１小単元 何十でわる計算 １時間
…………・千万の位までの大きな数に関心をもち、進ん ・何十でわる除法計算のしかた （１）
……で数を書いたり読んだりしようとする。 第２小単元 ２けたの数でわる筆算 ５時間

【数学的な考え方】 ・２位数÷２位数（仮商修正無し）の筆算のし
・千万の位までの数の表し方を、既習の一万までの数 かた、わる数×商＋あまり＝わられる数の関

…………………………のしくみ（十進位取り記数法）から類推して考える。 係と除法の検算 （１）
【表現・処理】 ・２位数÷２位数で過大商をたててときの仮商

………………………………………・千万の位までの数を読んだり書き表したりす 修正 （１）
ることができる。 ・２位数÷１位数で過小商を立てたときの仮商

………………………………………【知識・理解】 修正 （１）
・千万の位までの数について、その表し方のし ・除数を切り捨て，切り上げの両方による仮商
くみや数の系列、順序、大小などを理解する。 修正のしかたを比較し，自分が考えやすい除

………………………３ 関連と発展 数の処理のしかた （１）
・３位数÷１位数＝１位数の

……………………………筆算のしかた （１）
…第３小単元 ２けたの数でわる筆算(2) ３時間

・３位数÷１位数＝２位数の筆算の
…………………………………しかた （２）

・商に０がたつ場合（商が何十）の簡便な筆算
…………………………………のしかた （１）

……………第４小単元 わり算のきまり ２時間
……………４ 単元について ・除法について成り立つ性質 （１）

児童は、一万までの数については、第２学年 ・末尾に0のある数の除法の簡便な計算のしか
…………………までに十進数の仕組みや位取り、命数法・記数 たと、あまりの求め方 （１）

………………………法、数の系列、順序、大小などの基礎的なこと 第５小単元 まとめ ４時間
………………………………を学習してきている。 ・「力をつけよう」 （１）

この単元では、それらのことが数を千万の位 ・「やってみよう」世界の国々のわり算の筆算
…………………まで拡張しても、同じように考えられることを のしかたを比べる活動 （１）

……とらえさせることが大切である。また、10倍、 ・「たしかめよう」、学習内容の評価 （２）
100倍、10でわった数などは、末尾の０のかずに
着目させるだけではなく、児童の生活に身近な
お金を使いながら理解を図るようにしたい。
この後、第４学年で、億、兆などの位を学習
し、十進位取り記数法についての理解を深めて 本指導案におけるチェンジスクラムとは、児
いく。 童が自力解決で見付けた自分の考えを、確かめ
５ 学習指導計画（７） たり、解決できないときには協力して考えたり

…………………第１小単元 数の表し方 ３時間 する活動で、二人以上で進める活動である。
・一万の位までの数の読み方、書き方、構成に また、オールスクラムとは、学年全体でより

……………………………………ついて （１） 良い考えを検討する活動である。
・十万、百万、千万の数のしくみと千万までの 本単元で使用した手引は15頁参照のこと。

………読み方、書き方、構成について （１） 具体の評価規準は、十分満足できる（Ａ）、
・数の相対的な大きさについて、数の系列、順 おおむね満足できる（Ｂ）、支援を必要とする
序、大小について、式の相等の表し方につい 児童への手だて（Ｃ）である。
…………………………………………て （１）

第２小単元 10倍した数と10でわった数
…………………………………２時間

…・整数を10倍した数の表し方について （１）
・整数を100倍した数、10でわった数の表し方
………………………………………………（１）

………………………第３章単元 まとめ ２時間
……・「たしかめよう」、学習内容の評価 （２）

１ 年 ２ 年 ３ 年

集 合 数 の 概 念
(集 合 、 対 応 ）
１ ０ ま で の 数

千 万 ま で の 数
１ ０ 倍 、 １ ０ ０ 倍
１ ０ で わ っ た 大 き
さ

順 序 数 の 概 念

２ ０ ま で の 数

１ ０ ０ ま で の 数

１ ０ ０ ０ ま で の 数

１ ０ ０ ０ ０ ま で の
数
３ 、 ４ 位 数 の 位 取
り

億 、 兆 に お よ ぶ 数
十 進 数 の 意 味

４ 年
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６ 各時間の指導 ６ 各時間の指導
〈第１時／15時〉 〈第１時／15時〉
(1) 目標 (1) 目標
・乗法九九を１回適用してできる除法で、あまり ・何十でわる計算のしかたを理解し、その計算を
のある場合の計算方法を理解する。 することができる。

(2) 主な具体の評価規準【関心・意欲・態度】 (2) 主な具体の評価規準【表現・処理】
Ａ…既習の考えを用いて様々な方法で考えようと Ａ…除数・被除数とも１０を単位として考えるこ
している。 とができ、暗算できる。

Ｂ…わり切れない除法計算を半具体物、図などを Ｂ…除数・被除数とも１０を単位として考えるこ
使って考えようとしている。 とができ計算することができる。

Ｃ…半具体物を使い、３個ずつ分けるとあまりが Ｃ…１０を単位にまとめた色紙の束を分ける操作
あることに気付かせる。 を行い、何十÷何十の計算のしかたを理解さ

せる。
(3) 展開 (3) 展開

過 形 過
留 意 点 学 習 活 動 学 習 活 動 留 意 点

程 態 程

・わり算の学習内 ・わり算の学習内
容の確認と見通 容の確認と見通
しをもつ。 しをもつ。

・答え合わせをする。 課 課 ・答え合わせをする。
１ 問題を把握し立式する 題 題 １ 問題を把握し立式する

把 把
ゼリーが14こあります。１人に３こずつ 握 握 色紙が 60 まいあります。この色紙を１人に 20
分けると、何人に分けられますか。 まいずつ分けると何人に分けられますか。

・14÷３ ・60÷20
２ 学習課題を設定する ２ 学習課題を設定する

九九では、すぐに答えを見つけられない
わり算の計算のしかたを考えよう。 何十÷何十の計算のしかたを考えよう。

・分かることがで ３ 解決方法を見通す 見 見 ３ 解決方法を見通す ・見通しができて
きる人数を視点 ・おはじき 通 通 ・色紙（具体物） ・図 いればすぐに自
にする ・図 ・九九を使う し し ・１０のたばで考える。 力解決に進めさ
・一つの解決方法 ４ 自力解決する 自 ・２０のまとまりで考える せる。
ではなく解決方 ・自分で取り組む解決方法 力 ・10 のまとまり
法で取り組ませ を決め自力解決に取り組 解 を視点にする
る。 む。（個別指導を入れる）決 ４ 自力解決する ・一つの解決方法

５ 解決方法の検討をする 自 ・自分で取り組む解決方法 ではなく複数の
・教師が直接指導 解 力 を決め自力解決に取り組 解決方法で取り
し、児童に手引 決 解 む。（個別指導を入れる） 組ませる。
を活用させ、か の 決
かわり合う学習 検
活動を進めさせ 討
る。
・互いの考えの良 ６ 学習のまとめをする
さに気付かせる ・あまりの意味についてま ・教師が直接指導
ようにする。 とめる。 し、児童に手引

７ 適用・発展問題に取り ５ 解決方法の検討をする を活用させ、か
組む 適 解 かわり合う学習

・数がもつ意味に ・式の１４、３、４、２は 用 決 活動を進めさせ
気付かせ、次の それぞれ何を表している ・ の る。
時間の式の書き か考える 発 検 ・互いの考えの良
表し方につなげ 展 討 さに気付かせる
たい。 ６ 学習のまとめをする ようにする。

適 ７ 90÷20の計算のしかた ・あまりが１０の
８ 学習を振り返る 用 を考える 束であることに
・学習感想を書いて発表す ・ ・あまりについて考える。 気付かせる。
る。 発 ８ 学習を振り返る

展 ・学習感想を書いて発表す
る。

オールスクラム
※第１時では手引の活用を
中心に指導し、チェンジ
スクラムを行わない。

60÷20は６÷２と同じ商になります。

わり算たんけんコースに取り組み既習内容の確認をする。

３年 かけ算１回のわり算 ４年 除数が１けたのひっ算

オールスクラム
※第１時では手引の活用を
中心に指導し、チェンジ
スクラムを行わない。
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〈第２時／15時〉 〈第２時／15時〉
(1) 目標 (1) 目標
・乗法九九を１回適用してできる除法で、あまり ・２位数÷２位数（仮商修正なし）の筆算のしか
のある場合の計算方法を理解する。 たを理解し、その計算をすることができる。

・わる数×商＋あまり＝わられる数の関係を理解
し、除法の検算をすることができる。

(2) 主な具体の評価規準【数学的な考え方】 (2) 主な具体の評価規準【数学的な考え方】
Ａ…既習の九九を使った計算方法をもとに、計算 Ａ…除数が被除数のいくつ分が商になるという筆
方法を考え、説明することができる。 算のしくみを利用し、除数が２位数の場合も
Ｂ…既習のわり切れる場合と結びつけ、九九を用 同じように考えることができる。
いて考えている。 Ｂ…除数が何十の場合の計算をもとにして、2位

Ｃ…同じ数ずつ分けることに注目させ、九九を用 数÷2位数（仮商修正なし）の筆算のしかた
いて計算できることに気付かせる。 を考えている。

Ｃ…１位数でわる筆算の方法、10のまとまりをも
とに２位数で割る筆算の仕方を考えさせる。

(3) 展開 (3) 展開
過 形 過

留 意 点 学 習 活 動 学 習 活 動 留 意 点
程 態 程

１ 学習課題の設定 課 １ 問題を把握し立式する
題
把 課
握 題

２ 自力解決する 把 ・87÷ 21
・九九を使った計算方法を 握
考える。
（個別指導を入れる） ２ 学習課題の設定

自
力
解 見 ３ 解決方法を見通す
決 通 ・色紙（具体物） ・図

し ・２１のまとまりで考え
る。
４ 自力解決する
・自分で取り組む解決方法

・教師が直接指導 ３ 解決方法の検討をする を決め自力解決に取り組
し、児童に手引 む。（個別指導を入れる）
を活用させ、か 自
かわり合う学習 力
活動を進めさせ 解 解
る。 決 決

の
４ 学習のまとめをする 検
・九九を使った計算方法を 討
まとめ、「あまり」の意
味と式の書き表し方、用
語「わりきれない」と「わ ５ 解決方法の検討をする ・教師が直接指導
りきれる」について知る。 し、児童に手引
８ 適用・発展問題に取り を活用させ、か
組む かわり合う学習
・計算練習をする。 解 活動を進めさせ

決 る。
の ６ 学習のまとめをする
検 ・87 ÷ 21 の計算のしかた

適 討 をまとめ、筆算しかたを
用 考えまとめる
・ ７ 87÷21の計算の検算を
発 する。

・答え合わせをする。 展 ８ 適用・発展問題に取り
・両学年の感想を 組む ・両学年の感想を
聞き、今後の参 適 ・教科書 P ６①②に取り 聞き、今後の参
考にするととも 用 組み、答え合わせをする。 考にするととも
に、共に学んだ ５ 学習を振り返る ・ ９ 学習を振り返る に、共に学んだ
一体感をもたせ ・学習感想を書いて発表す 発 ・学習感想を書いて発表す 一体感をもたせ
る。 る。 展 る。 る。

チェンジスクラム

オールスクラム

チェンジスクラム

オールスクラム

色紙が87まいあります。この色紙を１人に
21まいずつ分けると何人に分けられますか。

あまりのあるわり算の九九を使った計算の

しかたを考えよう。

何十何÷何十何の計算のしかたを考えよう。
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〈第３時／15時〉 〈第３時／15時〉

(1) 目標 (1) 目標

・あまりと除数の関係を理解する。 ・２位数÷２位数の筆算で、過大商を立てたとき

(2) 主な具体の評価規準【知識・理解】 の仮商修正の意味と、そのしかたを理解する。

Ａ…除数とあまりの関係をわり算の表から見付け (2) 主な具体の評価規準【表現・処理】

て説明することができる。 Ａ…筆算のしくみが十分理解できており、過大商

Ｂ…除数はあまりより大きくなることを理解して を修正することができる。

いる。 Ｂ…過大商を立てたときの仮商修正ができる。

Ｃ…半具体物を用いて、除数を変えながら計算さ Ｃ…被除数・除数を何十のまとまりとみることが

せ、除数とあまりの関係を理解させる。 できるように指導する。
(3) 展開 (3) 展開

過 形 過
留 意 点 学 習 活 動 学 習 活 動 留 意 点

程 態 程

１ 問題を把握し立式する １ 学習課題の設定
・86÷ 23を 23を 20と見
て筆算で計算してみる。

課
・教科書Ｐ67の挿絵から、 題 課
あまりと除数の関係を調 把 題
べる課題をたてる。 握 把
２ 学習課題の設定 握

・商が大きいことに気付か
３ 解決方法を見通す せ課題を設定する。
・教科書Ｐ 67 のわり算の 見
表を使って考えていくこ 通
とで見通しをもたせる。 し ３ 解決方法を見通す

見 ・商を小さくすることに気
通 付かせ、見通しをもたせ

４ 自力解決する 自 し る。
・あまりと除数の関係を調 力
べる。（個別指導） 解 ４ 自力解決する。
５ 解決の検討をする 決 ・86 ÷ 23 の筆算に取り組

み、表記方法についても
解 自 考えさせる。（個別指導）
決 力

・教師が直接指導 の 解
し、児童に手引 検 決
を活用させ、か ６ 学習のまとめをする 討
かわり合う学習 ・あまりと除数の関係につ
活動を進めさせ いてまとめる。 ５ 解決の検討をする ・教師が直接指導
る。 ７ 適用・発展問題に取り し、児童に手引

組む を活用させ、か
・計算練習をする。 かわり合う学習

活動を進めさせ
解 る。
決 ６ 学習のまとめをする
の ・過大商の場合の仮商修正

適 検 １回の筆算のしかたをま
用 討 とめる。
・ ・81÷12の筆算のしかたを
発 考える。
展 ・過大商の場合の仮商修正

２回の筆算のしかたをま
とめる。

・両学年の感想を ・答え合わせをする。 適 ６ 適用・発展問題に取り ・両学年の感想を
聞き、今後の参 用 組む 聞き、今後の参
考にするととも ・ ・計算練習をする。 考にするととも
に、共に学んだ ８ 学習を振り返る 発 ７ 学習を振り返る に、共に学んだ
一体感をもたせ ・学習感想を書いて発表す 展 ・学習感想を書いて発表す 一体感をもたせ
る。 る。 る。 る。

商が大きいときはどうすればいいか考えよう。

チェンジスクラム

チェンジスクラム

オールスクラム

オールスクラム

13このあめを、４こずつふくろに入れま
す。何ふくろできて、何こあまりますか。

わる数とあまりの大きさについて考えよう。
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〈第４時／15時〉 〈第４時／15時〉
(1) 目標 (1) 目標
・あまりのある場合の除法計算について、答えの ・２位数÷２位数の筆算で、過小商を立てたとき
確かめ方を理解する。 の仮商修正のしかたを理解する。

(2) 主な具体の評価規準【表現・処理】 (2) 主な具体の評価規準【表現・処理】
Ａ…あまりのある除法の答えは乗法九九とたし算 Ａ…除数と被除数の数の大きさを見ながら、除数
を使うことに気付き、答えの確かめができる。 を四捨五入するなど、適切な商を立てて計算

Ｂ…あまりのある除法の答えを乗法九九、乗法を できる。
使って確かめることができる。 Ｂ…除数の１の位を切り捨てて商を立て、商が小

Ｃ…半具体物を用いて、あまりはたすことに気付 さすぎた場合は修正し計算できる。
かせる。 Ｃ…仮商から一つずつ大きくしたり、小さくした

りして修正を行うよう助言する。
(3) 展開 (3) 展開

過 形 過
留 意 点 学 習 活 動 学 習 活 動 留 意 点

程 態 程

・わり算の検算は １ 学習課題の設定 １ 学習課題の設定
かけ算を使うこ ・24 ÷６の答えの確かめ 課 ・78÷19の筆算を除数を20 ・計算させること
とを想起させる を想起し取り組ませる。 題 と見て、計算してみる。 で過小商である

把 ことに気付かせ
握 課 話し合いながら

題 課題を設定させ
２ 解決方法を見通す 把 たい。
・24 ÷６の答えの確かめ 見 握
方から、あまりをどうす 通 ・商が小さいことから課題

・答え、方法の見 るか予想させる し を設定する。
通しの後に、考 （手引の活用指導）
えのまとめ方、 ３ 自力解決する 自
かかわり合う学 ・23 ÷６の答えの確かめ 力
習活動の視点、 方を考える。 解 ３ 解決方法を見通す ・答え、方法の見
時間などについ ５ 解決の検討をする 決 ・商を大きくすることに気 通しの後に、考
て、手引の活用 見 付かせ、見通しをもたせ えのまとめ方、
指導を行う。 通 る。（手引の活用指導） かかわり合う学
・手引を活用させ し 習活動の視点、
ながらかかわり 時間などについ
合う学習活動を て、手引の活用
行わせる。 ６ 学習のまとめをする 解 自 ４ 自力解決する 指導を行う。

・答えの確かめ方をまとめ 決 力 ・78÷19の筆算のしかたを
る。 の 解 考え、表記方法について

・検算の方法をま ・検算の練習をする。 検 決 も考えさせる。
とめた後、前時 討 ５ 解決の検討をする ・手引を活用させ
に行った練習問 ながらかかわり
題の検算をさせ 解 合う学習活動を
定着と有用性に 決 行わせる。
ついて感じさせ の
たい。 検

７ 適用・発展問題に取り 討 ６ 学習のまとめをする
組む ・過小商の場合の仮商修正
・計算練習し、答えの確か のしかたをまとめる。
めをする。

・個別指導しなが （個別指導） ７ 適用・発展問題に取り ・個別指導しなが
ら学習内容の定 組む ら学習内容の定
着を図る。 ・計算練習をする。 着を図る。

適 （個別指導）
用 適

・検算の答えで間 ・答えの確かめをする。 ・ 用
接指導時に確か 発 ・
めさせる。 展 発
・両学年の感想を ８ 学習を振り返る 展 ・答え合わせをする。 ・両学年の感想を
聞き、今後の参 ・学習感想を書いて発表す 聞き、今後の参
考にするととも る。 考にするととも
に、共に学んだ ８ 学習を振り返る に、共に学んだ
一体感をもたせ ・学習感想を書いて発表す 一体感をもたせ
る。 る。 る。

チェンジスクラム

チェンジスクラム

オールスクラム

オールスクラム

あまりのあるわり算の答えの確かめ方を
考えよう。

商が小さいときにはどうすればいいか考
えよう
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〈第５時／15時〉 〈第５時／15時〉
(1) 目標 (1) 目標
・あまりのとらえ方について理解を深める。 ・除数を切り捨て、切り上げの両方による仮商修

正のしかたを比較し、自分が考えやすい除数の
処理のしかたを考える。

(2) 主な具体の評価規準【数学的な考え方】 (2) 主な具体の評価規準【関心・意欲・態度】
Ａ…場面をとらえて、商に1を加えた数が答えに Ａ…除数を何十のまとまりとして、適切な仮商を
なることに気付き説明することができる。 予想しながら計算しようとしている。
Ｂ…商に1を加えた数が答えになることを考える Ｂ…仮商修正のしかたを比較し、自分が考えやす
ことができる。 い仮商を考え計算しようとしている。

Ｃ…具体物、半具体物を実際に操作させ商に１を Ｃ…「ひけない」→「１小さくする」「まだひけ
加えた数が答えになることに気付かせる。 る」→「１大きくする」を意識させながら計

算を進めさせる。
(3) 展開 (3) 展開

過 形 過
留 意 点 学 習 活 動 学 習 活 動 留 意 点

程 態 程

１ 問題を把握し立式する 課 課 １ 学習課題の設定
題 題 ・87÷25の仮商のたてかた
把 把 を考える。
握 握 ・20、30どちらにも仮称で

きることに気付かせる。

・ダースの意味に ・17÷５
ついて触れる。 ・計算して答えを求める。 ３ 解決方法を見通す ・考えのまとめ方

見 ・25を 20とみるか、30と やかかわり合う
通 みるか、実際に計算して 学習活動の視点
し みることを知る 時間などについ
（手引の活用指導） て、手引の活用

２ 学習課題の設定 自 ４ 自力解決する 指導を行う。
・聞かれていることは答え 力 ・自分が仮商を立てやすい
ではなく、バッグの数で 解 除数の処理のしかたを考
あることに気付かせ課題 決 える。
を設定する。 解 ５ 解決の検討をする ・手引を活用させ

決 ながらかかわり
の 合う学習活動を

・答えの見通しの ３ 解決方法を見通す 見 検 行わせる。
後に、考えのま ・バックの数に着目させて 通 討
とめ方、かかわ 答えの見通しをする。 し
り合う学習活動 （手引の活用指導）
の視点、時間な ４ 自力解決する 自 適 ６ 学習のまとめをする ・どちらがいいと
どについて、手 ・ボール、バッグを図に書 力 用 ・自分が仮商を立てやすい いうことではな
引の活用指導を いたり、計算でバッグの 解 ・ 除数の処理のしかたを発 く、自分が計算
行う。 数を求める。 決 発 表し、どちらの仮商でも をしやすい仮商

５ 解決の検討をする 解 展 良いことを伝えまとめる でよいことをお
・手引を活用させ 決 させる 。
ながらかかわり の
合う学習活動を 検
行わせる。 討

６ 学習のまとめをする ７ 適用・発展問題に取り ・早く終わったら
・計算の答えは５あまり２ 組む パソコンでプリ
になるが、答えは商＋１ ・教科書Ｐ９⑦～⑨に取り ントを印刷し取
になることをまとめる。 組む。 り組ませる。

・早く終わったら
パソコンでプリ ７ 適用・発展問題に取り 適 ・答え合わせをする。
ントを印刷し取 組む 用
り組ませる。 ・教科書Ｐ７０①に取り組 ・
・両学年の感想を む 発
聞き、今後の参 展 ・両学年の感想を
考にさせ、共に ・答え合わせをする。 ８ 学習を振り返る 聞き、今後の参
学んだ一体感を ８ 学習を振り返る ・学習感想を書いて発表す 考にさせ、共に
もたせる。 ・学習感想を書いて発表す る。 学んだ一体感を

る。 もたせる。

チェンジスクラム

チェンジスクラム

オールスクラム

オールスクラム

バッグはいくついるか考えよう。

商のたてかたになれよう。

ボールが、1ダースと５こあります。このボールを
ぜんぶバッグに入れます。１つのバッグに３こずつ入
れていくと、バッグはいくついりますか。
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〈第６時／15時〉 〈第６時／15時〉
(1) 目標 (1) 目標
・学習内容を確実に身に付ける。 ・３位数÷２位数＝１位数の筆算の仮商の立て方

を理解し、その計算をすることができる。
(2) 主な具体の評価規準【表現・処理】 (2) 主な具体の評価規準【表現・処理】
Ａ…除法の性質を理解し、正確に問題を解くこと Ａ…被除数が３桁でも仮商することができ、計算
ができる。 することができる。
Ｂ…除法の性質を理解し、問題を解くことができる。 Ｂ…被除数が３桁でも、商の立つ位をまちがえず
Ｃ…ノートや教科書を参考にさせながら問題を解 に計算できる。
かせる。 Ｃ… 10 のまとまりで分けることに気付かせ、商

をどの位に立てるのか理解させる。
(3) 展開 (3) 展開

過 形 過
留 意 点 学 習 活 動 学 習 活 動 留 意 点

程 態 程

１ 学習課題の設定 課 課 １ 問題を把握する
・「力をつけよう」に取り 題 題 ・153÷24の筆算のしかた
組む。 把 把 を考えていくことを把握

握 握 する。
・被除数が３位数であるこ
とから課題を設定する

２ 自力解決する 自 ２ 学習課題の設定
・早く終わった児 ・教科書Ｐ 71「力をつけ 力
童はパソコンで よう」に取り組む。 解 見
プリントを印刷 決 通
して取り組ませ し
る。 ３ 解決方法を見通す ・答え、方法の見

・被除数の何の位に商をた 通しの後に、考
てるのか着目させる。 えのまとめ方、
（手引の活用指導） かかわり合う学

習活動の視点、
時間などについ

（個別指導） 自 ４ 自力解決する て、手引の活用
力 ・153÷24の筆算に取り組 指導を行う。
解 む。（個別指導）
決

５ 解決の検討をする 解 解 ５ 解決の検討をする ・手引を活用させ
・答え合わせをする。 決 決 ながらかかわり

の の 合う学習活動を
検 検 行わせる。
討 討

６ 計算練習をする 適 ６ 学習のまとめをする
・パソコンでプリ ・練習問題に取り組む。 用 ・153÷24の筆算のしかた
ントを印刷し取 ・ をまとめる。
り組み、自分で 発
答え合わせをさ 展
せる。 （個別指導） 適 ７ 適用・発展問題に取り ・パソコンでプリ

用 組む ントを印刷し取
・ ・計算練習をする。 り組み、自分で
発 （個別指導） 答え合わせをさ

・答え合わせをする。 展 せる。
・答え合わせをする。

・両学年の感想を ８ 学習を振り返る ８ 学習を振り返る ・両学年の感想を
聞き、今後の参 ・学習感想を書いて発表す ・学習感想を書いて発表す 聞き、今後の参
考にするととも る。 る。 考にするととも
に、共に学んだ に、共に学んだ
一体感をもたせ 一体感をもたせ
る。 る。

チェンジスクラム

オールスクラム

あまりのあるわり算をもっとできるよう
になろう。

わられる数が３けたのひっ算のしかたを
考えよう。
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〈第７時／15時〉 〈第７時／15時〉
(1) 目標 (1) 目標
・学習内容の理解を確認する。 ・３位数÷２位数＝２位数の筆算のしかたを理解

し、その計算をすることができる。
(2) 主な具体の評価規準【表現・処理】 (2) 主な具体の評価規準【表現・処理】
Ａ…除法の性質を理解し、正確に問題を解くこと Ａ…商が２位数になっても、商が１位数の場合と
ができる。 同じにできると考え、商を立てる位置に見通
Ｂ…除法の性質を理解し、問題を解くことができる。 しをもちながら計算することができる。
Ｃ…ノートや教科書を参考にさせながら問題を解 Ｂ…商が２位数になっても、１位数の場合と同じ
かせる。 にできると考え、計算することができる。

Ｃ…商が何の位から立つか気付かせ、既習の筆算
と関連付けて考えてみるよう助言する。

(3) 展開 (3) 展開

過 形 過
留 意 点 学 習 活 動 学 習 活 動 留 意 点

程 態 程

１ 「たしかめよう」に取
・問題の概要を把 り組むことを確認する
握させながら解 ・問題の概要を把握する 課
決方法について 題
確認する ２ 学習課題を設定する 把

握 １ 問題を把握し立式する ・１０の束で分け
課 ・345÷21 ることに着目さ
題 ・筆算をやってみる。 せ、被除数の何

・自力解決が早く ３ 自力解決する 把 ・商がたつ位に着目する。 の位に商をたて
終わった児童に ・教科書Ｐ７２の問題に取 握 ２ 学習課題を設定する るかということ
は練習問題に取 り組む から課題につな
り組むことを指 げる。
示しておく。

自
力 ３ 解決方法を見通す ・答え、方法の見
解 見 ・１０の束で分かることか 通しの後に、考
決 通 ら、答えは１０以上にな えのまとめ方、

し ることを予想する かかわり合う学
・商は１０の位からたつこ 習活動の視点、

（個別指導） とを確認する。 時間などについ
自 ４ 自力解決する て、手引の活用
力 ・345÷21の筆算に取り組 指導を行う。
解 む。（個別指導）
決

５ 解決方法の検討をする
・答え合わせをする。 ５ 解決方法の検討をする ・10 の位に答え

解 がたつことを視
決 点にかかわり合
の 解 う学習活動を行
検 決 わせる。
討 の

検
６ 計算練習をする 討

・パソコンを使っ ・練習問題に取り組む。 ６ 学習のまとめをする ・児童の考えのま
て練習問題を印 ・答え合わせをする。 ・345÷21の筆算のしかた とめを発表させ
刷し、取り組む をまとめる。 よりよい計算方
・答え合わせは個 法を見付けるよ
人で行う ７ 345÷21の筆算を確認 うにまとめさせ

適 しながら、もう一度取り る。
用 組む。

・両学年の感想を ７ 学習を振り返る ・ 適
聞き、今後の参 ・学習感想を書いて発表す 発 用 ８ 学習を振り返る ・両学年の感想を
考にするととも る。 展 ・ ・学習感想を書いて発表す 聞き、今後の参
に、共に学んだ 発 る。 考にするととも
一体感をもたせ 展 に、共に学んだ
る。 一体感をもたせ

る。

チェンジスクラム

オールスクラム

色紙が345まいあります。この色紙を21
人で同じ数ずつ分けると、1人ぶんは何ま
いになって、何まいあまりますか。

あまりがあるわり算のしかたを確かめ
て、計算になれよう。

十の位に商がたつわり算のひっ算のしか
たを考えて話し合おう



- 10 -

〈第９時／15時〉 〈第９時／15時〉
(1) 目標 (1) 目標
・一万の位までの数の読み方、書き方、構成を理 ・商に0がたつ場合（商が何十）の簡便な筆算の
解する。 しかたを理解する。

(2) 主な具体の評価規準【関心・意欲・態度】 (2) 主な具体の評価規準【知識・理解】
Ａ…既習の位取りの考えを生かし一万までの数の Ａ…除数が２位数で商が２位数の除数の計算で、
構成を考えようとしている。 商に０が立つ場合などは、アルゴリズムを省

Ｂ…束ごとに数えるよさに気づき数えようとして 略して簡潔に計算できる。
いる。 Ｂ…除数が２位数で商が２位数の除数の計算がア

Ｃ…位取り表を用いて数えることで、数の構成に ルゴリズムどおりにできる。
ついて気付かせていく。 Ｃ…既習の計算方法とおりに計算させ、計算が適

切にできるよう助言する。
(3) 展開 (3) 展開

過 形 過
留 意 点 学 習 活 動 学 習 活 動 留 意 点

程 態 程

１ 学習課題の設定 課 課 １ 問題を把握する ・商の０を省略す
・絵を見て、入場券の枚数 題 題 ・941÷23を筆算で計算し る方法を見付け
を数え、１万より大きい 把 把 てみる。 ることを把握さ
数に気付き課題設定する 握 握 ２ 学習課題の設定 せる

見 ３ 解決方法を見通す ・方法の見通しの
通 ・０を省略することに着目 後に、考えのま
し させる。（手引の活用指導） とめ方、かかわ
自 ４ 自力解決する り合う学習活動

・答え、方法の見 ３ 解決方法を見通す 見 力 ・941÷23の筆算の簡単な の視点、時間な
通しの後に、考 ・24153の記数法・命数法 通 解 しかたを考える。 どについて、手
えのまとめ方、 を知る。 し 決 引の活用指導を
かかわり合う学 ・位取り表を使い分かりや 行う。
習活動の視点、 すく表すことに着目させ
時間などについ る。 ５ 解決の検討をする
て、手引の活用 （手引の活用指導）
指導を行う。

・手引を活用させ
４ 自力解決する 自 解 ６ 学習のまとめをする ながらかかわり
・位取り表を使って数の構 力 決 ・商に０がたつ場合、０を 合う学習活動を
成、を考える。 解 の 省略してひっ算を簡単に 行わせる。

決 検 できることをまとめる。
５ 解決の検討をする 解 討 ・960 ÷ 16 の計算をして

決 ０の省略について確かめ
の る。
検
討 ・０を省略して計

算できるが、分
かりにくい場合

６ 学習のまとめをする 適 ７ 適用・発展問題に取り は０を書いても
・用語「一万の位」を知る。 用 組む いいことを確認
・記数法について、まとめ ・ ・計算練習をする。 する。
る。 発 ・互いの答えを発

展 表し合い、間接
７ 適用・発展問題に取り 適 指導時に、答え
組む 用 の確かめをさせ
・記数法、命数法の練習を ・ る。

・両学年の感想を する。 発 ・両学年の感想を
聞き、今後の参 展 聞き、今後の参
考にするととも 考にするととも
に、共に学んだ ８ 学習を振り返る ８ 学習を振り返る に、共に学んだ
一体感をもたせ ・学習感想を書いて発表す ・学習感想を書いて発表す 一体感をもたせ
る。 る。 る。 る。

チェンジスクラム

チェンジスクラム

オールスクラム

オールスクラム

10000より大きい数を調べよう。

商に０がたつひっ算を簡単にできるよう
に話し合おう。
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〈第10時／15時〉 〈第10時／15時〉
(1) 目標 (1) 目標
・十万、百万、千万の数のしくみと千万の位まで ・除法について成り立つ性質を理解する。
の読み方、書き方、構成を理解する。

(2) 主な具体の評価規準【数学的な考え方】 (2) 主な具体の評価規準【知識・理解】
Ａ…既習の10000までの数のしくみから類推して、 Ａ…除数、被除数を１０倍、１０で割るという関
一万～千万の数のしくみも10 個分の関係に 係をが分かり、計算に生かすことができる。
なっていることをとらえている。 Ｂ…除法の性質を理解している。
Ｂ…一万～千万の数のしくみも10 個分の関係に Ｃ…関係の表をノートにまとめ、表を見ながら練
なっていることをとらえている。 習問題を解かせる。

Ｃ…位取り表を用いて数えることで、数の構成に
ついて気付かせていく。

(3) 展開 (3) 展開

過 形 過
留 意 点 学 習 活 動 学 習 活 動 留 意 点

程 態 程

１ 学習課題の設定 課 課 １ 学習課題の設定
・一万を10こ集めた数を、 題 題 ・商が４になる式を探しノ ・全員で協力して
「十万」といい「100000」 把 把 ートに書いて、黒板にみ 間接指導時に進
と書くことを知り、課題 握 握 んなが見付けた式をまと めさせる。
を設定する。 めて書く。

・答え、方法の見 ２ 解決方法を見通す 見
通しの後に、考 ・位取り表に着目させ、考 通
えのまとめ方、 える見通しをもつ。 し
かかわり合う学 （手引の活用指導）
習活動の視点、
時間などについ ４ 自力解決する 自 見
て、手引の活用 ・位取り表を使って数の構 力 通
指導を行う。 成を考える。 解 し

決 ２ 解決方法を見通す ・答え、方法の見
５ 解決の検討をする 解 ・わられる数を小さい順や 通しの後に、考

決 大きい順に並べて考える えのまとめ方、
の ことに着目させる。 かかわり合う学
検 （手引の活用指導） 習活動の視点、
討 時間などについ

て、手引の活用
指導を行う。

６ 学習のまとめをする 自 ４ 自力解決する
・一万～千万の数はそれぞ 力 ・除法の性質について考え
れ10個分の関係になって 解 る。
いることをまとめる。 決 ５ 解決の検討をする

解
決
の
検
討

７ 適用・発展問題に取り 適 ６ 学習のまとめをする
組む 用 ・除法の性質をまとめる。
・P６の問題に取り組む。 ・

発
展 ・互いの答えを発

・答え合わせをする。 適 ・計算練習をする。 表し合い、間接
用 指導時に、答え
・ を確かめる。

・両学年の感想を 発 ・両学年の感想を
聞き、今後の参 展 聞き、今後の参
考にするととも 考にするととも
に、共に学んだ ８ 学習を振り返る ８ 学習を振り返る に、共に学んだ
一体感をもたせ ・学習感想を書いて発表す ・学習感想を書いて発表す 一体感をもたせ
る。 る。 る。 る。

チェンジスクラム

チェンジスクラム

オールスクラム

オールスクラム

100000の数のしくみを考えよう。

商が４になるわり算のひみつを見つけよ
う。
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〈第11時／15時〉 〈第11時／15時〉
(1) 目標 (1) 目標
・十万、百万、千万の数のしくみと千万の位まで ・末尾に0のある数の除法の簡便な計算のしかた
の読み方、書き方、構成を理解する。 と、あまりの求め方を理解する。

(2) 主な具体の評価規準【数学的な考え方】 (2) 主な具体の評価規準【表現・処理】
Ａ…既習の10000までの数のしくみから類推して、 Ａ…除法の性質を利用して、除数・被除数の末尾
一万～千万の数のしくみも10 個分の関係に の０を処理し、計算しようとしているととも
なっていることをとらえている。 に、余りの大きさにも着目し、余りの大きさ
Ｂ…一万～千万の数のしくみも10 個分の関係に と除数の関係に目を向けている。
なっていることをとらえている。 Ｂ…除法の性質を利用して、除数・被除数の末尾

Ｃ…位取り表を用いて数えることで、数の構成に の０を処理し、計算しようとしている。
ついて気付かせていく。 Ｃ…１０の束をもとに考えさせながら末尾０の処

理の仕方を理解させる。
(3) 展開 (3) 展開

過 形 過
留 意 点 学 習 活 動 学 習 活 動 留 意 点

程 態 程

１ 学習課題を設定する 課 １ 3200÷400を筆算で計 ・０の表記が多く
題 算する 煩雑なことに気
把 付かせる。

２ 解決方法を見通す 見 握
・1000 のまとま ・1000のまとまり 通
りで考えること ・14000を 10000と 4000 し
を視点にする。 に分けて考える。
・手引の活用につ ３ 自力解決する。 自
いて触れる。 ・14000は1000を何個集め 力 ２ 学習課題を設定する

た数か自力解決する。 解
４ 解決方法の検討をする 決

・1000 のまとま 見 ３ 解決方法を見通す ・100 のまとまり
りを視点にかか 通 ・100の束で考える に着目させ、末
わり合う学習活 解 し ・０を消して筆算する。 尾の０を消すこ
動を行わせる。 決 とに気付かせる

の ・手引の活用につ
検 いて触れる。

５ 学習のまとめをする 討 自 ４ 自力解決する
・14000は1000を何個集め 力 ・3200÷400の筆算に取り
た数かまとめる。 解 組む。
・教科書ｐ６⑤に取り組む 決 ・末尾の０をどう

・一番小さいメモ ６ 数直線について考える するかを視点に
リは、1000 の ・一番小さい目盛りがいく かかわり合う学
まとまりになっ つになるか考え、数直線 習活動を行わせ
ていることに気 の読み方や数直線へ数の る。
付かせながら指 表す方法をまとめる。
導する。 ・練習問題に取り組む。 ５ 解決方法の検討をする

解 ・3200÷400の筆算の方法
決 をまとめる。

・答え合わせをする の ・2700÷400の筆算に取り
７「等号」「不等号」の用 適 検 組み、末尾に0のある数
語と意味についてまとめ 用 討 の除法のあまりの求め方
る ・ を考える。 ・あまりがある場

発 合はどうするか
展 を視点にかかわ

り合う学習活動
を行わせる

・等号、不等号の練習問題 ６ 学習のまとめをする
に取り組む 末尾に0のある数の除法

・両学年の感想を のあまりの求め方をまと ・両学年の感想を
聞き、今後の参 める。 聞き、今後の参
考にするととも ・答え合わせをする 適 ８ 学習を振り返る 考にするととも
に、共に学んだ ８ 学習を振り返る 用 ・学習感想を書いて発表す に、共に学んだ
一体感をもたせ ・学習感想を書いて発表す ・ る。 一体感をもたせ
る。 る。 発 る。

チェンジスクラム

チェンジスクラム

チェンジスクラム

オールスクラム

オールスクラム

オールスクラム

3200÷400の筆算のしかたを工夫しよう。

14000は1000を何個集めた数か考えよう。
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〈第12時／15時〉 〈第12時／15時〉
(1) 目標 (1) 目標
・整数を10倍した数の表し方を理解する。 ・学習内容を確実に身に付ける。
(2) 主な具体の評価規準【知識・理解】 (2) 主な具体の評価規準【表現・処理】
Ａ…10倍した数はもとの数に0を1こつけた数にな Ａ…除法の性質を理解し、正確に問題を解くこと
ることに気付き、理解している。 ができる。

Ｂ…10倍した数はもとの数に0を1こつけた数にな Ｂ…除法の性質を理解し、問題を解くことができる。
ることを理解している。 Ｃ…ノートや教科書を参考にさせながら問題を解

Ｃ…束にする考えを半具体物を使って理解させ、 かせる。
10倍した数についての理解を図る。

(3) 展開 (3) 展開

過 形 過
留 意 点 学 習 活 動 学 習 活 動 留 意 点

程 態 程

１ 学習課題の設定 課 １ 「力をつけよう」に取 ・問題の概要を把
・20の10倍の数を考えるこ 題 課 り組むことを知る。 握させながら解
とから課題を設定する。 把 題 ・問題の概要を把握する 決方法について

握 把 ２ 学習課題の設定 確認する
握

・見通せない児童 ２ 解決方法を見通す 見
には、お金で考 ・10倍の意味を確認する。 通 ３ 自力解決する ・自力解決が早く
えることに気付 ・位取り表や、お金で考え し ・教科書Ｐ７２の問題に取 終わった児童に
かせる。 ることを見通す。 り組む は練習問題に取
・手引の活用につ 自 り組むことを指
いて触れる。 ３ 自力解決する 自 力 （個別指導） 示しておく。

・見通しをもとに自力解決 力 解
をする。（個別指導） 解 決

決

・もとの数と10倍した数の
位の並び方を比べてまと
める。

・自力解決させ、 ４ 解決方法の検討をする ４ 解決方法の検討をする
チェンジスクラ ・25の10倍はいくつになる ・答え合わせをする。
ム、オールスク か考える。 解
ラムと進めさせ 決
る。 解 の

決 検
の 討
検
討

４ 学習のまとめをする ５ 計算練習をする ・パソコンを使っ
・25 の 10 倍の数を確かめ ・練習問題に取り組む。 て練習問題を印
て、もとの数と10倍した 刷し、取り組む
数の位の並びを比べてま ・答え合わせをする。 ・答え合わせは個
とめる。 人で行う

５ 適用・発展問題に取り
組む
・練習問題に取り組む。 適

用
・

適 発
・答え合わせをする。 用 展

・
・両学年の感想を 発 ・両学年の感想を
聞き、今後の参 展 聞き、今後の参
考にするととも 考にするととも
に、共に学んだ ６ 学習を振り返る ６ 学習を振り返る に、共に学んだ
一体感をもたせ ・学習感想を書いて発表す ・学習感想を書いて発表す 一体感をもたせ
る。 る。 る。 る。

チェンジスクラム

オールスクラム

10倍するともとの数はいくつになるか考
えよう わり算の筆算のしかたを確かめて、計算

になれよう。
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〈第13時／15時〉 〈第13時／15時〉
(1) 目標 (1) 目標
・整数を100倍した数、10でわった数の表し方を ・操作的な活動や考察などをとおして学習内容の
理解する。 理解を深め、わり算についての興味を広げる。

(2) 主な具体の評価規準【知識・理解】 (2) 主な具体の評価規準【関心・意欲・態度】
Ａ…100倍した数はもとの数に0を2こつけた数に Ａ…除法の性質から、各国の筆算のアルゴリズム
なること、10でわった数はもとの数の一の位 を見つけ計算してみようとする。また、自分
の0をとった数になることに気付き、理解し から進んで問題作りをしようとする。
ている。 Ｂ…除法の性質から、各国の筆算のアルゴリズム
Ｂ…100倍した数はもとの数に0を2こつけた数に を見つけ計算してみようとする。
なること、10でわった数はもとの数の一の位 Ｃ…今までに習った筆算のアルゴリズムをもとに
の0をとった数になることを理解している。 各国の筆算のアルゴリズムに気づかせるよう

Ｃ…位取り表を使い、位の並びに着目させて理解 にする。
させる。

(3) 展開 (3) 展開

過 形 過
留 意 点 学 習 活 動 学 習 活 動 留 意 点

程 態 程

・昨日の復習の25の10倍し 課 課 １ 学習課題の設定
た数を考える。 題 題 ・〔やってみよう〕世界の
１ 学習課題の設定 把 把 国々のわり算の筆算のし
・25の100倍した数を考え 握 握 かたを比べる活動に取り
ることを伝え課題を設定 組むことを知り、課題を
する。 設定する。

３ 解決方法を見通す 見 見 ３ 解決方法を見通す
・100 倍の意味が ・100 倍の意味について確 通 通 ・２つのグループに分かれ
とらえられない 認する し し どの国の計算に取り組む
場合 10 倍の 10 ・位取り表を使い、位の並 か決める。
倍ということか びに着目させて見通しを
ら見通しをもた させる。 自 ４ 自力解決する ・各国の筆算のプ
せる。 力 ・グループごとに筆算に取 リントを準備す
・手引の活用につ 解 り組み、発表の練習をす る。
いて触れる。 ４ 自力解決する 自 決 る。（個別指導）

・25の 100倍に取り組む。力
（個別指導） 解

決
４ 解決方法の検討をする 解 ４ 解決方法の検討をする

解 決 ・それぞれの国のひっ算の
決 の しかたについてグループ
の 検 以外の人に発表する。
検 討 ５ 学習のまとめをする
討 ・各国の筆算方法について

確認する。
５ 学習のまとめをする 適 ６ 適用・発展問題に取り ・各国の筆算のプ
・25 の 100 倍について数 用 組む リントを用意し
の並びを位取り表でまと ・ ・自分好きな国の筆算で問 て数字を書き込
める。 発 題を作り、問題を交換し むだけで問題が
・200を10でわった数を考 展 て取り組み、答え合わせ 作れるようにす
える。 をする。 る。
・もとの数と10でわった数
の位の並びまとめる。

６ 適用・発展問題に取り 適
組む 用
・練習問題に取り組む。 ・

・両学年の感想を 発 ・両学年の感想を
聞き、今後の参 展 聞き、今後の参
考にするととも ・答え合わせをする。 考にするととも
に、共に学んだ ７ 学習を振り返る ７ 学習を振り返る に、共に学んだ
一体感をもたせ ・学習感想を書いて発表す ・学習感想を書いて発表す 一体感をもたせ
る。 る。 る。 る。

チェンジスクラム

オールスクラム

25の100倍はいくつになるか考えよう 世界のわり算の筆算に取り組もう
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８ 資料 (本単元で使用した手引 )

相手に伝えるためのじゅんびのポイント

・絵、図、線分図、数直線、表などを

使って分かりやすくまとめる。

・色分けしてわかりやすくかく。
・前に見つけた考え方を使ってわかり

やすくする。

・かんたんな数などにかえてわかりや

すくする。

◎もし、と中までしか考えられないとき

はつぎのことに気をつけよう。
・自分は何（絵、図、計算など）に取

り組んでいるかはっきりさせよう。

・どこまで分かって、どこからわから
ないか考えておこう。

自分の考えを伝えるときのポイント

・はじめに、何を使って考えたか話
そう。（○算、絵、図、線分図、

数直線、表など）

・伝える時には、「ここまでいいで

すか」など、相手にたしかめなが
ら話そう。

・話すだけではなく、

①矢じるしをかきいれたり、色を

ぬったりして説明する。
②物は動かしながら説明する。

など、伝えるくふうをしよう。
・質問に答えたり、気がついたこと

をつけたしたりしながら話し合お

う。

ポイント1（相手の考えをしっかり聞こう）
・話す人がどんな方法で考えたのかたし
かめよう。

（○算、絵、図など）
・自分の方法と同じところや、ちがうと
ころを見つけよう。
・聞きながら、分かったときにはうなず

いたり、あいずちを打ったりして相手
に自分が分かったことを伝えよう。
・自分と同じ考えのときには「～のとこ

ろが同じです」と発言したり、わから
ないことは質問したりしよう。

・話して終わり、聞いて終わりにならないように、質問したり、気がついたことを発表したりす

る。考えの良いところ、もっとこうすると良いと思うところを話したり、考えたりしよう。

・自分が気づいたこと、考えたことがあったら、どんどん伝えてみんなで考えていこう。

・課題（問題）の中心にそって話したり、考えたりしよう。

・だれと話し合って、何が分かったかメモを書いておこう。

ポイント2（相手の考えをくわしく聞こう）
・聞きながらわかったことは、「○○だよ

ね」「○○ということですね」など、相手

にたしかめよう。

・自分の方法と相手の方法のどこが同じで、

どこがちがうかみつけよう。方法がちがっ

ても同じところや、方法が同じでもちがう

ところがあるかもしれないよ。

・気づいたことや考えたことをメモをしてお

いて、質問したり、発表しよう。

・聞いて終わりではなく、質問をしたり、聞

いて見つけたことや考えたことを発表した

りして話し合おう。

ポ
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る
よ
う
に
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ろ
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じ
ゅ
ん
び
が
で
き
た
ら
自
分
の
考

え
を
伝
え
よ
う

①何について話し合うか

内容とポイントを確か

めよう

②自分の考えを発表し、
みんなの発表を聞こう

③考えの良さを見つけて

話し合おう

スクラム学習マニュアル１を使い、相手に分

かりやすいように自分の考えを伝えたり、相手

の考え方をくわしく聞こう。

今日の話し合いのポイントは

①まず、自分の方法とくらべてみよう。

・同じところや、違うところを見つけよう

②それぞれの方法にはどんな良さがあるかな。

・かんたんにできる。 ・せいかくにできる。

・はやくできる。 ・わかりやすい。 など

・かき方や発表のし方などの表現のしかたの良さも

あるよね。

・と中の方法にも良さがかくれているかもしれない

ね。

・見つけたら「良さ発見カード」に書こう。

③どの方法が課題の解決がしやすいか話し合おう。

・どの方法がかんたんに、はやく、せいかくにでき

るかな。

・どんな数でも使える、いつでも使える考えはない

かな。

・１つの方法だけではなく、組み合わせて良い考え

になることもあるよ。

・それぞれの考えをまとめることはできないかな。

・絵や図を式にできないかな。

・きまり（公式）を見つけよう。

気をつけよう
・話し合うときは、課題になっていることがはっきり

するように、「今日の話し合いのポイント」に気を

つけて話し合おう。


